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由・ら年招転照
産義挙感・＿＿ど†プ

壁を逗∪頁　ブユ隼

由戚⑬盛馳今後を探る
C・W・ニコル民ら講演

ぺ「6年占月摘二ノ日、

詔戸新潮⑳■タ

縛倉やミ頁

各国の園芸療法の課題などについ
て報告するパネリスト：＝東浦町の
才炎蕗夢舞台国際会議場
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東
浦
で
サ
ミ
ッ
ト

7
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国
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参
加

心
を
癒
や
し
て
く
れ
る
花

と
緑
の
素
晴
ら
し
さ
を
発
信

し
、
震
災
で
受
け
た
支
援
に

こ
た
え
よ
う
と
「
園
芸
療
法

国
際
サ
ミ
ッ
ト
2
0
0
4
」

（
県
、
人
間
・
植
物
関
係
学

会
共
催
）
が
五
日
、
東
浦
町

の
淡
路
夢
舞
台
国
際
会
議
場

で
開
か
れ
た
。
七
カ
国
か
ら

約
五
百
三
十
人
が
出
席
。
作

家
の
C
・
W
二
言
ル
氏

（
長
野
県
在
住
）
ら
の
基
調

講
演
と
討
議
が
あ
り
、
園
芸

療
法
発
展
の
た
め
人
、
社

会
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

の
推
進
を
確
認
し
た
。

先
進
七
カ
国
の
専
門
家
が

集
い
、
園
芸
療
法
の
今
後
の

あ
り
方
な
ど
を
話
し
合
お
う

と
、
日
本
で
初
め
て
開
催
。

「
花
と
緑
、
そ
し
て
自
然
の

療
法
的
力
を
探
る
ー
ひ
ょ
う

や
ぶ
で
は
木
を
間
引
く
な
ど

ご
か
ら
の
発
信
」
を
テ
ー
マ

に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
カ
ナ

ダ
、
ド
イ
ツ
、
韓
国
、
イ
ギ

リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
と
日
本
の

N
P
O
、
行
政
関
係
者
ら
が

参
加
し
た
。

懐
路
人
形
浄
瑠
璃
上
演
で

幕
を
開
け
た
あ
と
、
昭
和
五

十
五
年
か
ら
長
野
県
に
住

み
、
森
の
再
生
に
取
り
組
ん

で
い
る
ニ
コ
ル
氏
が
「
自
然

と
人
の
共
生
」
の
魔
で
講

演
。
「
貧
弱
な
森
は
鉄
砲
水

な
ど
を
生
む
原
因
に
な
る
。

人
の
事
を
入
れ
ね
ば
な
ら
な

い
」
と
述
べ
た
。
細
谷
亮
太

・
聖
路
加
国
際
病
院
副
院
長

も
「
子
ど
も
と
自
然
の
力
」

と
遷
し
て
講
演
し
た
。

基
調
報
告
で
は
、
各
国
の

園
芸
療
法
協
会
長
ら
七
人
が

「
障
害
者
、
高
齢
者
の
リ
ハ

ビ
リ
の
た
め
の
花
づ
く
り
が

盛
ん
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

に
は
刑
務
所
内
で
も
園
芸
療

法
が
行
わ
れ
て
い
る
」
な
ど

と
報
告
。
最
後
に
発
表
者
が

討
議
を
行
い
、
園
芸
療
法
の

今
後
の
あ
る
べ
き
姿
を
探
っ

た。

際
卜讐淡

サ

園
芸
療
法
の
普
及
を

1
2
カ
国
の
代
表
ら
参
加

植
物
と
の
ふ
れ
合
い
を
高

齢
者
や
障
害
者
の
心
身
の
リ

ハ
ビ
リ
に
つ
な
げ
る
「
園
芸

療
法
」
に
つ
い
て
、
現
状
と

課
題
を
検
証
す
る
「
園
芸
療

法
国
際
サ
ミ
ッ
ト
」
が
五
日
、

兵
庫
県
津
名
郡
東
浦
町
の
県

立
淡
路
夢
舞
台
国
際
会
議
場

で
開
か
れ
た
。
日
本
な
ど
十

t
万
国
の
代
表
や
市
民
ら
約

五
百
三
十
人
が
参
加
し
た
。

荒
れ
た
豊
山
の
再
生
に
取

り
組
む
作
家
の
C
・
W
二
一

コ
ル
さ
ん
＝
長
野
県
在
住
＝

が
講
演
。
「
日
本
で
は
多
く

の
動
植
物
が
棲
む
原
生
林
が

伐
採
さ
れ
て
い
る
。
生
態
系

を
守
ろ
う
」
な
ど
と
体
験
談

を
交
え
な
が
ら
話
し
た
。

分
科
会
で
は
、
七
カ
国
の

専
門
家
が
「
園
芸
療
法
は
障

害
者
の
就
職
、
社
会
復
帰
の

支
援
シ
ス
テ
ム
と
し
て
認
め

ら
れ
て
い
る
」
（
ド
イ
ツ
）
、

「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
時
、

花
や
緑
に
癒
や
さ
れ
た
人
は

多
か
っ
た
。
単
な
る
技
術
で

は
な
く
、
心
も
理
解
で
き
る

専
門
職
が
必
要
」
　
（
日
杢

な
ど
と
、
自
国
の
現
状
や
課

題
を
報
告
。
さ
ら
に
、
国
際

会
議
の
継
続
開
催
の
検
討
な

ど
を
確
認
し
た
。


